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資料２ 病弱特別支援学校特別支援教育コーディネーター活動表

病弱特別支援学校内 医療との連携 保護者への支援 小中学校への支援 児童生徒への 外部機関との

支援 連携

担任、学部職員とのアセスメント（校 医師・看護師との連 保護者からの相談対 担任同士の引き継 入院生活や学 G -N E T会議へ

内チーム） 絡・調整 応① ぎをサポート 校生活に関す の参加

る相談対応

多角的な実態把握と指導計画立案の 今後の医療との連携 担任だけでなくチーム 特別支援教育コー 児童生徒の多 他 機関 （特 別

ために、ブレーンストーミング法を導 がスムーズに行える での支援を行うことを ディネーター・養護 様化に対応す 支 援学 校・市

入する。 よう、メンバー構成を 理 解 してもらうため 教諭等との連絡 るため、教 育 町村教育委員

検討する。 に、第三者として現在 相談係と連携 会・児童相 談

に至るまでの様子に しなが ら特 性 所・発達障 害

ついて聴取し、悩みを に応じた相談 者支援センタ

共有する。併せて学 体制を検討す ー・総合 教育

校・医療機関への要 る。 センター等）と

望を聞き取り、支援に の連絡調整

ついて意見交換を行

う。

転 医療側の多忙さに配 児童生徒が退院後 多角的な実態

入 慮し、時間や場所を にスムーズに復学 把握のため、

時 検討する。 できるように、必要 これまでの連

な支援者とあらかじ 携機関の有無

め 連 絡 をとってお を保護者や担

く。 任から聞き取

る。

「個別の教育支援計画」「個別の指導 看護師と生活目標や 担任とともに在籍中 すでにある場

計画」の作成をサポート かかわり方について の子 どもへの チー 合には保護者

検討 ム支援を検討 の了解のもと

連 絡 をとり、

情報を収集す

る。

短期間で、より適切な指導計画を作成 学部での実態把握を 担任と一緒に学校 集めた情報 を

するため、複数メンバーで検討を行 もとに児童生徒の特 行事等を確認し、今 もとに対 象児

う。 性等について伝え、 後の対応をお願い の生活地図を

病棟・学校での生活 することで、今後の 作 成 し、担 任

目標を確認し合う。 依頼等について検 へ提供する。

討 できるようにす

る。

各教科担当が役割確認を行えるよう

に、作成メンバーを構成する。

・メンバー構成、時期を担任と検討し、各関係者との調整を図る。

・それぞれの参加者の立場を考慮し、良好な関係が保たれるよう配慮しながら、中立的立場で会議に参加する。

・批判をしない会議を行うよう進行に配慮する。

学校・生活両面における児童生徒の 医師・看護師との情 保護者からの相談対 入院中の子どもの 学習や行動面 他機関との連

様子の情報交換会・支援会議の実施 報交換 応② 様子を前籍校へ伝 に課題がある 絡調整

える（交流） 場合は支援

在 【支援会議での工夫】 病棟での児童生徒の 学校・病棟での生活 前籍校担任やクラ 実態把握の情 多角的な実態

籍 短時間で多くの情報、アイディアを収 様子について、情報 について、保護者の スの子どもたちに入 報 をもとに支 把握のため、

中 集し、それぞれの教員が指導に生か を収集し、担任に伝 意見を聞き、必要に 院 中 も意 識 を持 っ 援方法を具体 これまでの連

しせるように、ブレーンストーミング える。 応じて支援会議を開 てもらえるよう、本 化 し、必 要 に 携機関の有無

法、K J法などの手法を導入し、ファシ く。 人や保護者の希望 応じて T ･Tな を保護者や担

リテーターとしての役割を担う。 に応じて、ビデオレ どで直接支援 任から聞き取

ター・メール・手紙 を行 う.さらに る。すでにあ

等で交流を図れる それ を「個 別 る場 合には、

学部全体のチーム意識を高めるため よう調整する。 の教育支援計 保護者の了解

に、かかわりの少ない教員の客観的 画」「個別の指 の もと連 絡を

支援会議の実施
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意見を取り入れる。 導 計 画 」に反 とり、情 報 を

映させる。 収集する。

・活発な意見交換ができるように、出

た意見を肯定的に受け止めた上で、 学校での様子を医療 関係機関との

理論的な補足を加えるようにする。 スタッフに伝える。 連携を深 める

ために、必要

・教員一人一人が検討会に充実感 に応じて実際

を持 ち、指 導 へ 生 か せ る実 感 を持 に訪ねて担当

てるようにするため、それぞれの意 者 と会 ってお

見 を具 体 的 場 面 に結 びつけるよう く。

な補足を加える。 病棟での児童生徒へ 必要に応じて

・教員一人 一人 の達成感に結びつ のかかわりに生かし 支援会議等に

くよう、個々の気づきを取り上げ支 てもらえるよう、学校 出席していた

援のヒントとする。 での 支援のヒントか だけ るように

ら、病棟での支援に 調整を図る。

生かせそうな事項を

選択して伝える。

担任へのサポート M S W (医療ソーシャル 保護者からの相談対 学習進度の調整 転出後の生活 G -N E T 会 議

ワーカー)との情報交 応② 上注意すべき での事例検討

換 事項の確認

日常の指導について相談を受け、学 ソーシャルワーカーと 転出後の地域資源に 転出を見据えなが 担 任 とともに G -N ETメンバ

部で協議する必要があれば、会議の ともに地域資源を整 ついて必要に応じて ら学習進度の確認 自立活動にお ーで支援の方

開催について調整を行う。 理する。 保護者への情報提供 を行い、調整してい いて、前籍 校 法や支援のた

を行い、希望に応じて く。特に学校行事等 での生活を考 め の ネットワ

M SW へつなぐ に関係する場合な えた注意事項 ーク作 りにつ

どは早めに調整を を確認を行う。 いて検 討を行

在 図る。 う。

籍

中

M S W の情報やリソースマップをもとに 個々のリソースマップ

対象児独自のリソースマップを提案 を作成する。

し、「個別の教育支援計画」に反映さ

せる。

「個別の指導計画」「個別の教育支援 治療と学校行事等と 退院後の学校生活に 受け入れに関する 退院後の学校

計画」の修正サポート の調整 関する相談対応 不安事項について 生活に関する

の相談 相談対応

支援会議等の結果を踏まえ、随時「個 入院生活が長い子ど 転出後の不安事項を 担任を中心に受け 児童生徒の不 転出後も医 療

別の指導計画」を担任とともに修正し もにとって学校行事 担 任 とともに聞き取 入れに関して不安 安軽減のため 的 なことで配

ていく。必要に応じて学部会で指導方 への参加は心理的安 り、対応を検討する. な事項を聞き取り、 に、退院後の 慮が必要であ

針等を確認し合う。 定につながる場合が 事前に対応を考え、 生活を想定し る場 合、特に

多いため、できるだけ 提案できるように準 た話合いを行 医 療的ケアに

行事への参加ができ 備する。 い、具体的 な かかわる可能

るように、保護者の希 対応について 性 が あること

望のもと、治療計画と 保護者や担任 につい ては、

の調整を図る. と検討を行う。 管理 職とも相

談 の上、教育

委員会との 連

携を図る。

転出に向けて、各関係者の転出後に 児童生徒の退院後の 必要に応じて保護者 転出後も医療的な 必要に応じて

ついての意見をまとめ、検討事項を整 前籍校復帰がズムー の了解のもと退院の ことで配 慮 が 必 要 社会資源の活

理する。その結果を「個別の教育支援 ズにいくように、保護 不安を医療側や前籍 である場 合 は 、養 用 を 図 る た

計画」に反映させる。 者の希望を踏まえた 校に伝えて対応を検 護教諭と連絡を取 め、 M S W と協

上で、できるだけ学校 討する。 り合い、対応を検討 働 して他機関

行事等を考慮した時 してもらう。 と医療者との

期について医療側に 橋渡しを行う。

伝える。

必要に応じて社会資 医療 に確認 したい

源の活用ができるよ こと等を聞き取り、

う、他機関と保護者と 医療スタッフへ伝え
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の調整を行う。 る。その内容につい

ては 「個 別 の 教 育

支 援 計 画 」に追 加

し、小学校等に伝え

る。

会議での議論を充実させるため、担任 医師と事前打ち合わ 転出にあたっての具

在 に保護者との事前打ち合わせを依頼 せを行い、会議での 体的な不安事項につ

籍 し、支援会議で話題にしたいことを聞 役割を確認する。あら いて整 理をし、会 議

中 き取ってもらう。その結果をもとに会議 かじめ、前籍校から の場で話し合うべきこ

の方向性を担任と検討しておく。 の 質 問 事 項 を予 測 とを打ち合わせる。

し、医師に説明しても

らいたいことを話し合

っておく。時間がとれ

ない場合は「持ち回り

会議」の形式をとる。

担任、管理職と事前打ち合わせを行 前籍校からの質問に 一番不安を抱えてい 医療側の多忙さを

い、それぞれの会議での役割につい ついて、医師にわか る保護者の心情に配 考 慮 し、前 籍 校 関

て確認する。 りやすいよう補足を加 慮し、心理的負担を 係者が医療側に直

えながら、病状や配 感じないよう、進め方 接確認したいことを

慮すべきことについ について配慮する。 優先的に話し合う。

て説明してもらえるよ 保護者が希望を述 前籍校関係者が質

うにする。 べ や すいよう、発 言 問しやすい雰囲気

の機会を意図的につ 作りに努める。

くる。

本校での学校生活において配慮し、

今後も有効であると思われる事項に

ついて、具体的に説明をする。前籍校

の事情等に配慮した発言を心がける。

転出後の生活についての担任へのサ 退院後の児童生徒の 転出後の生活につい 転出後の生活につ 転出後の生活 転出後の適応

ポート 様子の共有 ての相談対応 いての相談対応 について 状況等につい

の相談対応 ての情報共有

と支援継続

転 担 任とともに退院 後の 生活の様子 退 院 後 の 学 校 での 外 来 受 診 時 などを 転 出 後 も継 続 して 転 出 後 の 学 他 機 関 の 関

出 や学校への適応状況等の情報を収 様 子 な ど に つ い て 利 用 して 退 院 後 の 病気の子どもの教 校 生 活 に つ 係者と連絡を

後 集する。 医 療 側 へ 情 報 提 供 生 活 や 学 校 での 生 育に関する相談を いて不安なこ 取 り合 い、そ

を行 うとともに 、生 活について、相談を 受 ける。在 籍 の あ と が あ れ ば の 後 の 適 応

活 制 限 や 行 事 等 へ 受ける。保護者の希 った児童生徒のみ 外 来 受 診 時 状 況 な ど に

の 参 加 の 可 否 など 望 が あ れ ば 、支 援 でなく、そ の ほ か などを利 用 し つ い て 情 報

に つ い て 医 師 か ら 会議、サポート訪問 の病気の子どもの て、継 続 して 共 有 を行 う。

伝 えてほ しいことな 等を実施する。 指導 についても相 相 談 に 応 じ 病 気 に 関 す

どに つ い て 情 報 共 談 を受 ける。指 導 る。 ること等 につ

有を図る。 上 不 安 なことが 出 い て は 相 談

てきたり、生 活 制 を受ける。

限などで、

判断 に迷う場 合な

ど 保 護 者 の 了 解

の もとに情 報提 供

を行う。

保護 者の希望を担任が聞き、他機 必 要 が 生 じれ ば 支 サポート訪問が必 必 要 が 生 じ

支援会議の実施

サポート訪問の実施

・メンバー構成、時期を担任と検討し、各関係者との調整を図る。

・それぞれの参加者の立場を考慮し、良好な関係が保たれるよう配慮しながら、中立的立場で会議に参加する。

・批判をしない会議を行うよう進行に配慮する。
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関 への つなぎが 必要であれ ば、連 援会 議、サポート訪 要 で あ れ ば 日 程 れ ば 支 援 会

絡・調整を図る。 問 の ため に 医 療 関 調 整 を行 い、訪 問 議 、サ ポ ー ト

係 者 の 動 きに 合 わ して病 気 の 子 ども 訪 問 の た め

せ た 日 程 で 調 整 を の 教 育についてと に 関 係 者 の

行う。 もに考える。 調整を行う。

サポート訪問の実施

支援会議の実施

・メンバー構成、時期を担任と検討し、各関係者との調整を図る。

・それぞれの参加者の立場を考慮し、良好な関係が保たれるよう配慮しながら、中立的立場で会議に参加する。

・批判をしない会議を行うよう進行に配慮する。


